
令
４　

高
等
学
校
書
道
（
５
枚
の
う
ち
1
）

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

一　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

今
か
ら
百
年
ほ
ど
前
に
、（　

①　

）
の
都
の
跡
か
ら
亀
甲
や
獣
骨
に
刻
ま
れ
た
文
字
が
発
掘
さ
れ
た
。
こ
れ
が
（　

②　

）
と
呼
ば
れ
る
中
国
で
最
も
古
い

文
字
で
あ
る
。（　

①　

）、
周
の
時
代
は
、
祭
壇
に
供
え
る
青
銅
器
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
。
大
盂
鼎
は
西
周
初
期
を
代
表
す
る
青
銅
器
で
、
こ
の
よ
う
な
青
銅

器
の
銘
文
を
（　

③　

）
と
い
う
。
初
め
は
一
族
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
よ
う
な
図
象
が
中
心
だ
っ
た
が
、
次
第
に
字
数
も
増
え
、
文
字
の
形
も
整
理
さ
れ
た
。

　

隷
書
は
、篆
書
が
公
用
書
体
で
あ
っ
た
時
代
に
、日
常
用
い
る
の
に
便
利
な
よ
う
簡
略
に
速
く
書
こ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
発
生
し
た
書
体
で
あ
る
。
秦
の（　

④　

）

は
、
全
国
を
統
一
（
前
二
二
一
）
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
自
国
で
用
い
て
い
た
文
字
を
元
に
し
て
、
文
字
の
統
一
を
図
っ
た
が
、
日
常
の
筆
写
に
便
利
な
簡
略
体
の

使
用
も
認
め
て
い
た
。
Ⅰ
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
は
そ
の
例
で
、
点
画
は
篆
書
に
較
べ
直
線
的
で
、
隷
書
の
波
磔
の
よ
う
な
筆
勢
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、（　

⑤　

）

と
よ
ば
れ
て
い
る
。
前
漢
時
代
に
な
る
と
、
Ⅱ
馬
王
堆
帛
書
の
よ
う
に
、
字
形
も
整
い
波
磔
が
顕
著
に
表
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
前
漢
時
代
の
末
に
は
、

波
磔
を
強
調
し
た
（　

⑥　

）
と
よ
ぶ
様
式
が
整
い
、
隷
書
は
篆
書
に
代
わ
る
公
用
書
体
と
し
て
発
展
し
た
。

　

Ⅲ
隷
書
を
速
書
き
し
た
書
体
は
、
三
国
時
代
に
な
る
と
実
用
的
に
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
隷
書
の
速
書
き
書
体
を
整
斉
に
書
こ
う
と
し
て

芽
生
え
た
と
み
ら
れ
る
の
が
楷
書
で
あ
る
。
そ
の
発
生
時
期
は（　

⑦　

）
の
筆
法
が
認
め
ら
れ
る
肉
筆
資
料
に
よ
り
、（　

⑧　

）
世
紀
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

問
一　

文
中
の
空
欄
①
〜
⑧
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
語
句
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
数
字
に
は
、
同
じ
語
句
が
入
る
。

　

問
二　

傍
線
部
Ⅰ
〜
Ⅲ
つ
い
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴　

傍
線
部
Ⅰ
、
Ⅱ
に
該
当
す
る
作
品
を
図
版
Ａ
〜
Ｄ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵　

傍
線
部
Ⅲ
に
つ
い
て
、
隷
書
か
ら
草
書
へ
の
過
渡
的
な
性
格
を
も
つ
書
体
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
三　

図
版
Ｅ
、
図
版
Ｆ
に
つ
い
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（　

⑨　

）　

邑　

廼　
（　

⑩　

）　
（　

⑨　

）　
（　

⑪　

）　

田　

眉　
（　

⑫　

）

　
　

臣　
　
　
（　

⑬　

）　
（　

⑭　

）

（　

⑮　

）　

（　

⑯　

）　
（　

⑰　

）

　
　
　

⑴　

図
版
Ｅ
、
図
版
Ｆ
の
作
品
名
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵　

図
版
Ｅ
、
図
版
Ｆ
の
釈
文
の
空
欄
⑨
〜
⑰
に
当
た
る
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
楷
書
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
数
字
に
は
、
同
じ
文
字
が
入
る
。

二　

次
の
図
版
に
つ
い
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

問
一�　

図
版
Ａ
〜
Ｆ
の
時
代
、
作
者
名
、
作
品
名
に
つ
い
て
解
答
欄
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
７
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を

書
き
な
さ
い
。

【
時　

代
】 

ア　

東
晋　
　
　
　

イ　

前
漢　
　
　

ウ　

唐　
　
　
　
　

エ　

戦
国　
　
　
　
　
　
　
　

オ　

北
宋　
　
　

カ　

後
漢　
　
　
　

キ　

北
魏

【
作
者
名
】 ａ　

黄
庭
堅　
　
　

ｂ　

王
献
之　
　
ｃ　

欧
陽
詢　
　
　

ｄ　

鄭
道
昭　
　
　
　
　
　
　
ｅ　

顔
真
卿　
　

ｆ　

作
者
不
詳　
　
ｇ　

太
宗

【
作
品
名
】 

１　

鄭
羲
下
碑　
　

２　

曹
全
碑　
　

３　

祭
姪
文
稿　
　

４　

李
太
白
憶
旧
遊
詩
巻　
　

５　

石
鼓
文　
　

６　

廿
九
日
帖　
　

７　

争
坐
位
文
稿

　

問
二　

我
が
国
の
篆
刻
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
清
代
の
人
物
で
、
図
版
Ａ
を
臨
書
し
た
こ
と
で
代
表
的
な
人
物
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
三　

図
版
Ｂ
の
時
代
、
書
信
に
封
を
す
る
目
的
で
粘
土
の
塊
に
押
印
し
た
も
の
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
四　

図
版
Ｅ
の
時
代
、
名
筆
な
ど
の
複
製
が
様
々
な
手
法
で
行
わ
れ
た
。
籠
字
を
作
り
、
そ
の
中
を
墨
で
埋
め
る
技
法
を
漢
字
４
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
五　

図
版
Ｆ
と
同
じ
時
代
に
生
き
た
人
物
で
、「
黄
州
寒
食
詩
巻
」、「
苕
渓
詩
巻
」
の
作
者
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

図版Ｃ

図版Ｅ

図版Ｆ図版Ａ

図版Ｂ

図版Ｃ

図版Ｄ

図版Ｅ

図版Ｆ

図版Ｄ

図版Ａ

図版Ｂ



令
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高
等
学
校
書
道
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枚
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う
ち
2
）

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

三　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

七
世
紀
以
後
の
日
本
は
、（　

①　

）
な
ど
の
派
遣
を
通
じ
て
、
中
国
大
陸
の
優
れ
た
文
物
や
思
想
を
積
極
的
に
吸
収
し
て
き
た
。

　

奈
良
時
代
に
宮
廷
や
貴
族
を
中
心
に
華
開
い
た
（　

②　

）
文
化
や
、
平
安
時
代
初
期
に
仏
教
や
漢
文
学
の
発
展
に
よ
っ
て
興
っ
た
弘
仁
・
貞
観
文
化
は
い
ず

れ
も
唐
の
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
八
世
紀
に
唐
が
衰
退
す
る
と
、
九
世
紀
に
は
、（　

①　

）
が
廃
止
さ
れ
、
わ
が
国
と
大
陸
と

の
関
係
は
大
き
く
変
化
し
た
。
十
世
紀
以
降
は
、
文
化
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
大
陸
文
化
の
吸
収
の
上
に
、
日
本
の
風
土
や
生
活
、
日
本
人
の
感
性
に
合
っ

た
も
の
を
創
造
す
る
と
い
う
（　

③　

）
化
が
進
み
、
新
た
な
表
現
の
姿
が
生
ま
れ
た
。

　

書
も
ま
た
、（　

④　

）
と
呼
ば
れ
る 

Ⅰ
平
安
時
代
前
期
に
活
躍
し
た
三
名
の
能
書
が
、
晋
・
唐
以
来
の
書
法
を
基
盤
と
し
た
の
に
対
し
、
平
安
時
代
中
期
に

は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
吸
収
し
た
中
国
書
法
の
上
に
、
日
本
の
風
土
や
日
本
人
の
感
性
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、（　

⑤　

）
と
呼
ば
れ
る 

Ⅱ
平
安
時
代
中
期
に
活
躍
し
た
三
名
の
能
書
に
よ
っ
て
、（　

⑥　

）
と
呼
ば
れ
る
日
本
独
自
の
書
風
が
完
成
し
た
。

　

な
お
、
平
安
時
代
中
期
に
は
仮
名
が
発
達
し
、
わ
が
国
初
の
勅
撰
和
歌
集
（　

⑦　

）
が
編
集
さ
れ
、『
源
氏
物
語
』
や
『
枕
草
子
』
な
ど
の
女
流
文
学
が
生

ま
れ
る
源
と
な
っ
た
。

忽
恵
（　

⑧　

）
札
、（　

⑨　

）
以
慰
（　

⑩　

）。
香

（　

⑪　

）
以
三
日
来
也
。（　

⑫　

）
三
日
起

首
、（　

⑬　

）
九
日
、
一
（　

⑭　

）
可
（　

⑮　

）。

　

問
一　

文
中
の
空
欄
①
〜
⑦
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
語
句
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
数
字
に
は
、
同
じ
語
句
が
入
る
。

　

問
二�　

図
版
Ａ
の
釈
文
の
空
欄
⑧
〜
⑮
に
当
て
は
ま
る
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
楷
書
で
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
図
版
Ａ
に
つ
い
て
、
作
者
や
作
品
名
・
書
風
を
含
め
、

簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

　

問
三　

図
版
Ｂ
・
Ｃ
は
傍
線
部
Ⅰ
の
書
で
あ
る
。
作
品
名
と
伝
承
筆
者
名
（
作
者
名
）
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
四　

図
版
Ｄ
・
Ｅ
と
同
じ
伝
承
筆
者
と
い
わ
れ
る
作
品
を
図
版
Ａ
〜
Ｃ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　

問
五　

図
版
Ｆ
〜
Ｈ
は
傍
線
部
Ⅱ
の
書
で
あ
る
。
作
品
名
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
六�　

図
版
Ｈ
は
詫
び
状
で
あ
る
。
こ
の
作
者
を
「
日
本
第
一
の
御
手
の
お
ぼ
え
（
日
本
一
の
書
の
名
手
）」
と
記
し
て
い
る
日
本
文
学
の
作
品
を
次
の
ア
〜
オ

か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア　
『
枕
草
子
』　　
　

イ　
『
方
丈
記
』　　
　

ウ　
『
徒
然
草
』　　
　

エ　
『
大
鏡
』　　
　

オ　
『
源
氏
物
語
』

　

問
七　

次
の
⑴
〜
⑶
の
書
道
用
語
に
つ
い
て
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

　
　

⑴　

花
押
（
か
お
う
）　　
　
　
　

⑵　

真
跡
（
し
ん
せ
き
）　　
　
　
　

⑶　

宸
翰
（
し
ん
か
ん
）
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令
４　

高
等
学
校
書
道
（
５
枚
の
う
ち
3
）

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

四　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

七
世
紀
半
ば
に
は
、
漢
字
の
音
訓
を
用
い
て
日
本
語
の
文
章
や
和
歌
が
書
き
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
奈
良
時
代
、
八
世
紀
後
半
の
歌
集
（　

①　

）
で
こ
う

し
た
表
記
法
が
集
約
さ
れ
た
。
図
版
Ａ
は
こ
の
歌
集
で
用
い
ら
れ
た
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
は
文
字
の
簡
略
化
が
進
み
、（　

②　

）

と
い
う
仮
名
で
書
か
れ
た
図
版
Ｂ
が
あ
る
。
さ
ら
に
、（　

②　

）
か
ら
字
源
の
姿
が
分
か
ら
な
い
ほ
ど
に
略
さ
れ
た
仮
名
（　

③　

）
が
生
ま
れ
、
図
版
Ｃ
が

書
か
れ
た
。
仮
名
に
は
、
同
じ
音
に
対
し
て
複
数
の
書
き
方
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、（　

④　

）
年
、
義
務
教
育
で
学
ぶ
仮
名
は
一
音
に
つ
き
一
文
字
に
統
一

さ
れ
た
。
こ
れ
を
平
仮
名
と
い
い
、
そ
れ
以
外
を
（　

⑤　

）
と
し
て
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

お例

（　

⑥　

）（　

⑦　

）
ら
に
む
れ
（　

⑧　

）
る
た
づ
／

（　

⑨　

）
さ
し
な
（　

⑩　

）
ら
お
も
ふ
こ
、／

ろ
の
あ
（　

⑪　

）
げ
（　

⑫　

）
る
（　

⑩　

）（　

⑬　

）

　

問
一　

文
中
の
空
欄
①
〜
⑤
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
語
句
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
数
字
に
は
、
同
じ
語
句
が
入
る
。

　

問
二�　

図
版
Ａ
・
図
版
Ｂ
・
図
版
Ｃ
の
作
品
名
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
版
作
品
の
所
蔵
先
を
次
の
ア
〜
オ
か
ら
一
つ
選
び
、

そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア　

五
島
美
術
館　
　
　

イ　

東
京
国
立
博
物
館　
　
　

ウ　

出
光
美
術
館　
　
　

エ　

正
倉
院　
　
　

オ　

東
寺

　

問
三　

図
版
Ｂ
の
最
初
の
５
文
字
を
楷
書
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
四　

平
安
時
代
の
名
筆
「
三
色
紙
」
と
呼
ば
れ
る
古
筆
の
中
で
、
図
版
Ｂ
と
同
じ
作
者
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
作
品
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
五　

図
版
Ｂ
の
作
品
は
、
巻
子
本
の
形
で
現
存
し
、
巻
子
本
の
後
半
に
は
あ
る
人
物
の
尺
牘
が
臨
書
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
人
物
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
六　

図
版
Ｃ
の
二
行
目
最
後
に
あ
る
「
、」
の
名
称
を
書
き
な
さ
い
。

　

問
七　

図
版
Ｃ
に
使
用
さ
れ
て
い
る
料
紙
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
八�　

枠
線
内
の
読
み
は
、
図
版
Ｃ
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
平
仮
名
に
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
空
欄
⑥
〜
⑬
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
平
仮
名
と
そ
の
字
源
と

な
る
漢
字
を
解
答
欄
の
例
に
な
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。（「
／
」
は
改
行
を
示
す
。）
た
だ
し
、
同
じ
数
字
に
は
、
同
じ
文
字
が
入
る
。

五　

次
の
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
（
図
版
の
落
款
は
省
略
し
て
い
ま
す
）。

　

問
一　

次
の
文
章
を
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　

�　

文
字
を
持
た
な
か
っ
た
私
た
ち
の
祖
先
は
、
仮
名
を
創
り
出
し
、
そ
の
仮
名
と
漢
字
を
混
じ
り
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
日
本
の
こ
と
ば
を
作
り
上
げ
て
き
た
。

平
安
時
代
中
期
に
書
か
れ
た
歌
集
の
写
本
な
ど
を
見
る
と
、
時
代
の
古
い
も
の
ほ
ど
全
文
が
仮
名
で
書
か
れ
、
Ⅰ
鎌
倉
時
代
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
漢
字
を

混
じ
え
て
書
か
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　

�　

鎌
倉
時
代
に
は
、
便
利
で
使
い
や
す
い
こ
と
か
ら
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
表
記
が
一
般
化
し
、
書
も
平
安
時
代
の
優
美
な
書
か
ら
（　

①　

）
に
主
眼
を

置
い
た
書
へ
と
変
化
し
た
。
そ
し
て
、
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
に
な
る
と
、
誰
も
が
学
び
や
す
く
、
多
く
の
人
が
共
通
に
意
図
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
、

（　

②　

）
重
視
の
書
が
主
流
と
な
っ
た
。

　
　

�　

Ⅱ
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
形
式
化
し
た
書
に
、
新
風
を
吹
き
込
む
人
々
が
現
れ
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
懐
素
の
書
ほ
か
、
中
国
の
古
典
を
学

び
な
が
ら
も
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
独
特
の
境
地
に
達
し
た
（　

③　

）
が
現
れ
、
そ
の
遺
墨
は
現
代
で
も
尊
重
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�　

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
に
は
、
版
本
に
も
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
も
の
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
版
本
独
特
の
文
字
や
、（　

④　

）
が
生
ま
れ

る
な
ど
、
装
飾
性
の
高
い
文
字
も
出
現
し
た
。

図版Ａ

図版Ｃ

図版Ｂ



令
４　

高
等
学
校
書
道
（
５
枚
の
う
ち
4
）

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

　
　

⑴　

図
版
Ａ
は
傍
線
部
Ⅰ
に
示
さ
れ
る
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
作
品
名
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
次
の
ア
〜
オ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア　

元
永
本
古
今
和
歌
集　
　
　

イ　

三
宝
絵
詞　
　
　

ウ　

源
氏
物
語
絵
巻
詞
書　
　
　

エ　

多
賀
切　
　
　

オ　

今
城
切

　
　

⑵　

文
中
の
空
欄
① 

― 

②
に
当
て
は
ま
る
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

ア　

①
様
式 

― 

②
実
用　
　
　

イ　

①
実
用 

― 

②
様
式　
　
　

ウ　

①
調
和 

― 

②
表
現　
　
　

エ　

①
表
現 

― 

②
調
和

　
　

⑶　

図
版
Ｂ
は
傍
線
部
Ⅱ
に
示
さ
れ
る
人
物
の
作
品
で
あ
る
。
作
者
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　

⑷　

図
版
Ｃ
は
文
中
の
空
欄
③
の
作
品
で
あ
る
。
空
欄
③
に
当
て
は
ま
る
作
者
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　

⑸　

図
版
Ｄ
は
文
中
の
空
欄
④
に
あ
た
る
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
空
欄
④
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
名
称
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　

⑹　

図
版
Ｅ
〜
Ｇ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
二　

図
版
Ｈ
は
、
革
新
的
な
発
想
に
も
と
づ
く
前
衛
的
な
表
現
を
追
求
し
た
作
者
の
作
品
で
あ
る
。
作
者
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
三　

書
論
⑴
〜
⑷
の
内
容
に
合
致
す
る
作
品
名
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
あ
と
の
ア
〜
オ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
　

⑴　

書
の
妙
道
は
、
神
彩
を
上
と
為
し
、
形
質
之
に
次
ぐ
。
之
を
兼
ぬ
る
者
に
し
て
古
人
に
紹
ぐ
べ
し
。

　
　

⑵　

書
も
亦
古
の
意
に
擬
す
る
を
以
て
善
し
と
為
す
。
古
の
跡
に
似
た
る
を
以
て
巧
な
り
と
為
さ
ず
。

　
　

⑶　

能
く
古
に
し
て
時
に
乖
か
ず
、
今
に
し
て
弊
を
同
じ
く
せ
ざ
る
を
貴
ぶ
。

　
　

⑷　

古
人
は
神
気
翰
墨
の
間
に
琳
漓
と
し
て
、
妙
処
は
意
の
如
く
所
に
随
い
て
、
自
ら
体
勢
を
成
す
に
在
り
。

ア　

筆
意
賛　
　
　

イ　

画
禅
室
随
筆　
　
　

ウ　

書
譜　
　
　

エ　

遍
照
発
揮
性
霊
集　
　
　

オ　

山
谷
題
跋

　

問
四�　

書
に
お
い
て
、
意
図
や
拘
束
を
脱
し
、
無
心
に
自
然
に
筆
を
運
ぶ
在
り
方
や
、
そ
の
よ
う
に
書
か
れ
た
筆
跡
を
何
と
い
う
か
。
ま
た
、
作
品
を
構
想
し
、

工
夫
を
積
み
、
計
画
を
立
て
て
制
作
す
る
行
為
や
そ
の
筆
跡
を
何
と
い
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
２
文
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
五�　

水
を
張
っ
た
容
器
に
墨
液
を
数
滴
垂
ら
し
て
流
動
さ
せ
、
す
ば
や
く
紙
の
表
を
水
面
に
伏
せ
て
そ
の
模
様
を
写
し
取
る
方
法
を
何
と
い
う
か
。
漢
字
を

交
え
て
書
き
な
さ
い
。

図版Ａ

図版Ｃ

図版Ｄ

図版Ｅ

図版Ｈ

図版Ｆ

図版Ｇ 図版Ｂ
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二三四 一

五

問
一

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

Ｅ

Ｆ

Ｇ

問
二

問
三

⑴

⑵

⑶

⑷

問
四

問
五

四

問
一

①

②

③

④

⑤

問
二

Ａ

作品名

所蔵先

Ｂ

作品名

所蔵先

Ｃ

作品名

所蔵先

問
三

問
四

問
五

問
六

問
七

問
八

例

お

於

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

二

問
一

Ａ

時代

作者名

作品名

Ｂ

時代

作者名

作品名

Ｃ

時代

作者名

作品名

Ｄ

時代

作者名

作品名

Ｅ

時代

作者名

作品名

Ｆ

時代

作者名

作品名

問
二

問
三

問
四

問
五

【
黄
州
寒
食
詩
巻
】

作者名

【
苕
渓
詩
巻
】

作者名

一

問
一

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

問
二

⑴

Ⅰ

Ⅱ

⑵

問
三

⑴

Ｅ

Ｆ

⑵

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

五

三

問
一

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

問
二

⑧説明

問
三

Ｂ

作品名

作者名

Ｃ

作品名

作者名

問
四

Ｄ

Ｅ

問
五

Ｆ

Ｇ

Ｈ

問
六

問
七

⑴⑵⑶

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮



五 四 三 二 一

伝
　
嵯
峨
天
皇

従

⑬

至

④

三
筆

⑭

期

⑮

終

古
今
和
歌
集

屏
風
土
代

G

白
氏
詩
巻

⑨

の

能

⑩

が

可

イ

平
仮
名

46

於

作品名

蓬
莱
切

⑤

な ぞ

奈 曽

作品名 ③

秋
萩
帖

明
治
三
十
三

（
一
九
０
０

）

所蔵先 年

⑧

た

多

④

⑫ ⑥

な ほ

那 本

⑬ ⑦

秦
隷

空
海
か
ら
最
澄
に
あ
て
た
手
紙
「

風
信
帖

」
の
第
三
通
目
で

、
忽
恵
帖
と
い
う

。

王
羲
之
の
書
を
基
調
と
し
た
重
厚
感
あ
る
書
で

、
疎
と
密
の
変
化
が
美
し
い

。

書 三
蹟
・
三
跡

遣
唐
使

伊
都
内
親
王
願
文

李
嶠
詩
残
巻
・
李
嶠
詩
雑
詠

⑨

深

⑥ ②

⑩

和
様

天
平

情

作者
名

50 28 4432

問
四

問
三

問
二

【

黄
州
寒
食
詩
巻

】

双
鉤
塡
墨

(

双
鉤
廓
塡

)

封
泥

呉
昌
碩

【

苕
渓
詩
巻

】

作者
名

米
芾

(

米
元
章

)

継
色
紙

安
幾
破
起
乃

A ①

り お
作品名

利

ウ

⑶

F
　
　
高
村
光
太
郎

本
阿
弥
光
悦

⑷

イ

⑷

G
　
　
正
岡
子
規

良
寛

即

問
五

問
四

問
三

問
二

問
一

墨
流
し

率
意

⑴

上
田
桑
鳩

⑸ ⑴

ア

勘
亭
流

ア

⑵

エ
⑹ ⑵

用
意

E
　
　
斎
藤
茂
吉

イ

⑶

問
五

総計
　２００

令
４
　
高
等
学
校
書
道
　
模
範
解
答

八
分

（
八
分
隷

）

殷

キ エ
散

散
氏
盤

D作者名 作者名

d f
⑩

時代 時代 ⑨ E Ⅰ

④

⑤

問
一

問
三

問
二

問
一

⑵ ⑴ ⑴ ⑥Ｄ A ①

蘇
軾

(

蘇
東
坡

)

作品名 作品名 Ⅱ ⑦ ②

1 5

C 三
過
折

（
三

節

構

造

・

三

折

法

）

甲
骨
文

（
甲

骨

文

字

・

亀

甲

獣

骨

文

字

）

⑪

Ｅ B

用時代 時代

ウ カ
⑫ F ⑵

作者名 作者名

自

泰
山
刻
石

章
草

⑧ ③

e f

三

金
文

（
鐘
鼎
文

）

作品名 作品名 ⑬

7 2
請

Ｆ C

時代 時代 ⑭

オ ア
具

始
皇
帝

詔

作者名 作者名

a b
⑮

刻作品名 作品名

4 6
⑯

⑰

書

問
七

問
六

問
五

問
四

問
三

問
二

問
一

⑶ ⑵ ⑴

エ

Ｆ Ｄ Ｃ Ｂ 説明 ⑧ ⑤

Ａ

作品名 作品名

エ

Ｂ

Ｃ

①

天
皇
の
筆
跡
の
こ
と

。
宸
筆
と
も
い
う

。

複
製
や
偽
作
で
は
な
く

、
当
人
が
書
い
た
本
物
の
筆
跡
の
こ
と

。
真
筆
と
も
い
う

。

書
き
印

、
印
を
押
す
か
わ
り
に
毛
筆
で
書
く
判
の
こ
と

。
名
前
の
文
字
を
組
み
合
わ
せ

、
装
飾
的
な
形
に
し
た
も
の

。
西

洋
の
サ
イ
ン
に
近
い

。

H

離
洛
帖

Ｅ

Ｂ

⑪

等 ⑦ ③

国
風

作者名 作者名 ⑫

変
体
仮
名

伝
　
橘
逸
勢

所蔵先

ア

問
八

問
七

問
六

問
五

問
四

問
三

問
二

問
一

⑪ 例

雲
紙

踊
り
字

王
羲
之

万
葉
集

万
葉
仮
名
文
書

②

草
仮
名

（
草

）

所蔵先


